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を開催しました。 14名のんに参カロい
ただき、栃木県に

ある束日本盲導犬

協会で施設見学や

歩行体験を行い、

盲導犬について学

びました。
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暑い夏休み、昭和村学重クラブでは夏休みのイベント

として恒例の「Tシ ヤツの絞り染め」を行いました !

「Tシャツの絞り染め」は、自分で染料を選ぴ絞り方を

工夫して、オリジナルのTシ ヤツを作成します。一人ひ

とり個性豊かなTシャツができあがりました。

このほかにも、村内3学重が集合した「含同l呆裔」や、

川龍寺にご協力いただいた「座禅教室」などのイベントを

開催し、楽しい思い出を作ることができました I

当
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私たちは、地域福祉を推進するために、地域の皆さんや関係機関と協力しあい、「誰もが華せに」喜らせる福祉の村づくりを目指します。
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令和 8年 10月 15日 社 協 だ よ り (第 105号 )(2)

令
和
７
年
度

事
業
及
び

決
算
報
告

令
和
フ
年
度
昭
和
村
社
会
福
祉

協
議
会
は
、
第
２
次
昭
和
村
地
域

福
祉
計
画

・
地
助
福
祉
活
動
計

画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「笑
い
声

が
ひ
び
く
や
さ
し
い
村
」
と
世
代

や
分
野
を
超
え
て
繋
が
り
、
住
民

一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き

が
い
、
地
期
を
と
も
に
創
つ
て
い

く

「地
域
共
生
社
会
」
の
実
例
を

目
指
し
、
行
政
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図

っ
た
福
祉
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
中
長
期
に
わ
た
り
「ガ

バ
ナ
ン
ス
の
強
化
」
「財
務
の
改

善
」
「労
働
環
境
と
意
識
の
改
革
」

「透
明
性
の
向
上
」
に
積
極
的
に

取
り
組
み
社
会
福
祉
協
議
会
の

使
命
を
果
た
せ
る
組
織
づ
く
り

に
も
努
め
ま
し
た
。

・一
一・一
一一
一

一
一
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一一
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【
事
業
報
告
概
要
】

●
法
人
運
営
部
門

決
算
額
１
、
６
４
８
万
円

地
域
に
親
し
ま
れ
る
団
体
と
し
て
適
正

で
開
か
れ
た
法
人
の
運
営
を
組
織
的
に
行

い
ま
し
た
。

・
理
事
会

，
評
議
員
会

・
監
事
会
の
開
催
、

″
情
報
公
開
の
促
進
、
災
害
時
の
支
援
活
動

′
強
化
な
ど

０
地
域
福
祉
部
門

決
算
額
１
、
Ｏ
０
７
万
円

地
助
住
民
主
体
に
よ
る
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
た
め
に
、
地
朝
の
皆
さ
ん
の
参

加

・
協
力
に
よ
る
助
け
合
い
、
支
え
合
い

番

の
福
祉
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
ふ
れ

あ
い

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
推
進
、
福
祉

団
体
の
活
動
支
援
な
ど

０
生
活
支
援
部
門

決
算
額
３
、
６
０
７
万
円

高
齢
者
の
要
介
護
状
態
を
予
防
し
、
社

会
参
加
を
し
な
が
ら
地
域
に
お
い
て
自
立

し
た
日
常
生
活
が
営
め
る
よ
う
支
援
し
ま

し
た
。

・
地
既
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
受
託
運
営
、

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
受
託
運
営
、

福
祉
車
両
の
賞
出
な
ど

●
成
年
後
見
部
門

決
算
額
１
２
８
万
円

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
適
切

な
成
年
後
見
制
度
の
相
談
支
援
等
を
行
い

ま
し
た
。

・
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
受
話
運
営
、
法
人

後
見
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
配
食
サ
ー
ビ
ス

健
康
麻
雀

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
協
議
会
会
議

荘
キ ーイ i

評
議
員
会

●
学
重
保
育
部
門

決
算
額
３
、
５
９
２
万
円

児
童
や
家
庭
に
対
し
分
け
隔
て
な
く
保

育
を
行
い
、
豊
か
な
愛
情
を
持
っ
て
接
し

児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
し
た
。

ｏ
東
学
重
ク
ラ
ブ
、
南
学
重
ク
ラ
ブ
、
大
河

原
学
重
ク
ラ
ブ
の
運
営

●
福
祉
セ
ン
タ

ー
昭
和

の
湯
部
門

決
算
額
６
、
１
５
８
万
円

利
用
者
の
意
見
や
社
会
の
変
化
に
合
わ

せ
て
柔
軟
で
迅
速
な
対
応
を
行
い
、
皆
に

愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
ま
し
た
。

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
隅
和
の
湯
の
運
営
、
温
泉

で
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
事
業
の
実
施

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
部
門

決
算
額
２
、
７
４
３
万
円

高
齢
者
に
対
し
補
助
的
短
期
的
で
安
心

で
安
全
な
就
業
機
会
を
提
供
し
、
生
き
が

い
の
充
実
及
び
社
会
参
加
等
福
祉
の
増
進

に
努
め
ま
し
た
。

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営

●
介
護
保
険
部
門

決
算
額
５
、
６
７
１
万
円

法
令
を
遵
守
し
な
が
ら
、
要
介
護
者

・

要
支
援
者
及
び
ご
家
族
の
方
々
と
の
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
て
利
用
者
個
々
の
二
十

ズ
に
適
切
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

目
指
し
ま
し
た
。

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
、
地
既
密
着
型
通
所

介
護
事
業
（通
所
型
サ
ー
ビ
ス
）

く

東
学
童
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト

昭
和
の
湯

企
業
敷
地
肉
の
草
刈
り

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
自
児
慰
間



(ぢ宥1055キ)(3) 社 協 だ よ り 令和 8年 10月 15日
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資金収支決算書 ※螂取引は除く

1

]

介護保険事業収入
55,フ 25,フフ8円

人件費支出
0,152,382円

O円4,

こよる支出前期末支払資金残高 10,984,524円

会費J叉入2,Oフア1000円

850

⊇6,358,243円
受託金収入

124,233,6フ 3円
事業収入

3,フ25,189円
負担金支出

1,181,332円
事務費支出

当期末支払資金残高
]1,0901404円

その他の支出
541,165円

積立資産取崩収入
3,OOO1000円

経常経費補助金収入
15,014,416円

事業費支出
11⊇ ,343,04]円

その他の収入
2,698,1⊇ 9円

※令和8年 3月 3]日現在賞 僧 対 照 表

(単位 :円 )

資産の部(イ昔方) 当年度末 前年度末 増 減

晉 籐 Rテ 刊 389988 9∩∩95
王界令予百⇔ 1∠ 4324C 4 フ821649 〕

事業夫 J▽令 16 449 9ρ R lρ 66∩ フρρ ∩フR9ρ〔〕6
立替⇔ ] フORフ9C
前ヰ/ょ脅 用 4064∩ 14∩
編 期管 付令 lR∩ ∩∩∩ △ 司R5∩∩∩
~正
資歴 刊3C .716.3E ]∈ 19_260_563 455761

課本 財藤 1_000_000 1000000 0
庁期予百⇔
声のイ伸の固F晉語 138_716329 138260563 455766
維 去‖け焉 7ド井置 151¬ ∩ 1 1フρ 9R司 △ ρΠ R5∩
車 両渾柵 具 4 ⊃

繋 旦 焉 び備 吊 1545∩ フρ ρ f〕フ5 ρR4 △ 5ρ 99Π ρ
自重ll車リサイクル予百訴金
蒋零禾H Л44000 〔〕

1艮酔千 当桔 寸令予百け令 69ρ4995∩ 4ρ 996∩ ∩
浪 職給付 弓 当奮 障 1940C ) )

福和卜基今稽 ウ奮 藤 6f〕 99699ρ 6R99699ρ △ Rf〕∩∩∩∩f〕

策害準備暴⇔積立資芹
子藤の部合計 172073218 170,650,501 1,422,717

負債:純資産の部(貸方) 当年度末 前年度末 増 減

i動色信 25656422 245667フ フ 1_089645
事業末ヰ上、金 18266285 18138387
予百り⇔ 8870フ 38845 55862
職昌預り金 2.911493 2238682 6フア811
富与 弓1当令 438993フ 4161863 2285フ ∠

96605630 9094313〔 〕 566ρ 5∩∩
966056〔 30 90943130 566250C
lρρ ρ6ρ ∩5´) 1可 55〔〕99〔〕フ 6フ 5ρ 145

本 金 1000000 1000.000
尽本令 Л000〔〕00 l〔〕〔〕0∩∩∩ ∩

61.996.992 64.996.992 )

60996992 63996992
1000000 1000000 0

| 524.753 750_33刊 △22557[
国 瞳補 助令 等 特 日稽 ウ令 5ρ 4フ 5∩ 75∩ R31 △ρρ5 5フR

△ 刊3.710.579 △ 11606.729 |

△ 13フ 105フ 9 △ ЛЛ 6∩ 6フρ9 △ρ 10∩ 85〔〕
(う ち当期滑動憎浦≒欄 △5103850 △8159028・ 8〔〕551ア L

4981Л 166 55140594
1 当信 焉 び細 習 藤の喜ほ合 計 172,073,218 170.650.501 1,422・ フ]写 7



令和 8年 10月 15日 社 協 だ よ り (ぢ存105場杵)(4)

5月 に赤谷湖の鯉のばり、 6月 に利根田丁のポピー畑、 8月 にぬ

また祭りに外出してきました。外出行事の日は、「今日はどこに行

くんだろう」「何が見られるんだろう」と心待ちにする笑顔を見ると

職員も嬉しい気持ちになります。

外に出て季節を感じた

り、綺麗な景色を眺めた

りすることは生活に張り

を与えてくれます。◆後

も、地域密着型通所介護

では、こ利用者さんが楽

しみをもって利用出来る

ようにしていきます。

*地:既i密着:型理
.

駈弁護華舞出森事差

日召琴日本守モ人クラフ
Wど
含全ガ'スポーツ大会をF弄¬健

6月 19日 (金 )に昭和村老人クラブ連合会のスポーツ大会

が開催されました。40名を超える会員の皆様が参加され、

大いに盛り上がりました。種目はペタンク、グラウン ドゴ

ルフの 2種目。上位チーム、個人には表彰も行い、グラウ

ン ドゴルフ優勝の森下長寿会、準優勝の糸井中央長寿会に

は、 9月 15日 (火 )に開催された郡大会に出場していただき

ました !!

今後も老人クラブ連合会では様々な活動、取り組みが予定

されてしヽます。入会をこ希望される方 |よ社会福祉協議会、も

しくはお近くの老人クラブ会員さんにお間い合わせ下さしヽ。

♂

崚― ― 。 ― 一 ∞ ― 趨
髯 ず
― ― 働 ‐

ボランティア協議会が研修会を開催

昭和村ボランティア協議会 (小野会長ほか会員 ]フ名)で lよ、9月

1日 (火 )～ 2日 (水 )に福島県へ視察研修に行つてきました。食品衛

生と災害について学ぶとともに、会員相互の交流を深めました。

□□□

亀

地震 .・ .,,i●
''●
真―



(第 105号 )(5) 社 協 だ よ り 令和 8年 10月 15日

■   .亨

穐
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8月 24日 (月 )に高齢者ふれあい交流会を

開催し、23名の方が参加されました。

午前の部は、沼田警察署交通課の高野辺氏を講師に招き、交

通安全につしヽてお話ししていただきました。参加者の皆さんか

らも、とても勉強になつたとの声が間かれました。

昼食は、ボランティア協議会の皆さんによる手作りのお弁当

を食べ、その後お風呂に入られたり、交流を楽しまれたり、ゆつ

くりと時間をお過こしいただけたと思げはす。

■

。
っ  1言 甲

1全藝―ィ

式

午後の部では、第一保育園

の園児と交流を図りました。

歌、ダンス、一緒にレクリエー

シヨンをしたりと、可愛らし

い園児との交流は有意義な時

間となりました。

拶

9月 28日 (月 )に令和8年度昭和村「地域づくり請演会」を開催しました。当日は福祉関係者や村民等約40
名の方が参加をし、私たちの暮らす昭和村の将来が高齢者にとつて生活しやすい環境になるよう共に学び

考えました。生活支援体制整備事業の協議体と連携を図りながら

今後も地域福祉の推進に取り組んで参ります。

地域づくり語演会を開催

― ・
rl'

 ` tヽミ■卜、

シ

"し

′ヽ一人刺也ンターでは

田 を囲 しています

μ

瑠八√
『

′F 
鷺歴♂鴬♂彦

昭和村シルバー人材センターでは高齢者の生きがいと健康づく

りを目指し、個人、企業より依頼のある除草作業などを登録した

会員に提供しています。

原則60歳以上の健康で働く意欲のある方で、空いている時 F口弓

を渚用したい、趣日本や経験を活かしたいと考えている方、草刈り

作業、草むしり作業の出来る方など経験を活かしたい方はお気軽

にお問い合わせください。

呻 社会福祉協議会内 ンルパー人材センター事務局 a20-1126



令和 8年 10月 15日 社 協 だ よ り (第 105号 )(6)

島 巖靱 曇師
社協に寄せられた善意の,b

ありがとうございます

、金 ]2,946円 ―・昭和の湯受付前募金箱
、金  杖 ]1本 … 堤 和夫 様

″共同募金運動 ″
令和フ年度歳末たすけあい募金にて、

大国募金をしていただきました株式会

社尾瀬紀行様に群馬県共同募金会より

感謝状が贈呈されました。心温まるこ

支援こ協力に心からお礼申し上げます。

逮 3轟男建と誌
お
します

フードバンクと|よご家庭等で余つ耳いる未利用食品を寄付して

しヽただき、食べ物を必要とする人のもとへ層ける渚動のことです。

常設型のフー ドバンクとして、未利用食品を常時募集しており

ますので引き続きこ協力くださいますようお願い申し上げます。

1受 l寸時宙喜平日の年前9時～年後4時

I轟熱翡羹感:篇器蘇蓄築冒清蕗
所

孝線牌鷲郊追受冨揺寃冨晶宅毎送想壁賜誘喜付状況
により調整させていただきます。

!脚 硼 翻

中一
．中
二

エ

昭不Bネ土協
HP

懇
0(

3協プ, ど
あと)がとう
8さい森し盈

4月～ 5月分

45キロ(約 19,350+回 )

ワクチン 4.5人分
累計6,459キc(約2,777,3701□ )
ワクチン1,288,3人 分

昭
副
の
湯

玄
関
生
臓
で

随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す

お米、乾麺、缶詰、レトルト食品、インスタント食品、
のり、お茶漬け、ふりかけ等
※賞味期限が2か月以上残つていて常温保存が可能なもの。野菜等の生鮮虔

品は受け付けられないのでラめごご承ください。

爛縄翻盤
昭和社協
Facebook

8召不8の湯
HP

昭不□の湯

Facebook

高
校
の
部
活
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
社
会
人

に
な
っ
て
も
続
け
て
い
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
を
き
っ

か
け
に
機
会
が
減
り
、
運
動
も
し
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
年
に
―
回
は
事
前
に
３
～
４
回
ほ
ど

練
習
を
し
て
試
合
に
出
て
い
ま
し
た
。
今
年
も
８
月

に
試
合
が
あ
り
７
月
か
ら
‐０
か
月
ぶ
り
に
練
習
を
再

開
し
た
リ
ジ

ョ
ギ
ン
グ
を
し
た
り
な
ど
試
合
に
備
え

た
の
で
す
が
、
当
日
最
初
の
試
合
で
見
事
に
足
を
捻

り
捻
挫
を
し
て
し
ま
い
、
早
々
に
戦
線
離
脱
と
な
り

ま
し
た
。
毎
年
の
健
康
診
断
に
て
数
値
が
悪
い
検
査

項
目
も
あ
り
定
期
的
に
運
動
す
る
よ
う
指
導
は
受
け

て
い
る
事
も
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を
教
訓
に
、
こ

れ
か
ら
は
週
１
～
２
回
を
目
標
に
汗
を
か
く
運
動
を

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
）

盲導犬は、目の見えない人や見えにくい人が安

全に歩けるように、障害物を避けたり道を進んだ

りする手助けをします。一テj、 耳が間こえない人

や間こえにくい人の生活をロカけるために、インタ

ーホンの音や目覚まし時計、火災報知器などの音

に気づいて、知らせる仕事をする犬は何と呼ばれ

るでしょうか?

ヒント:○導犬

前号の答えは Fエコキャップ推進運動』てした

応募規定

・宮製ハガキに答え、住所、氏名、年齢、職業、

社協へのこ意見 ご質問等をあず書いて送つて下さい。

・昭不8村居住、勤務の方に限ります。

・正解者の中から3名のアjに 「B3不Dの湯」

利用国数券 (2′ OOO円券)を差し上げます。
・発表は発送に替えさせていただきます。

・締め切りはη2月 15日 (火)※当日消印有効
あて先 〒379-1203 昭和村大字糸丼624番地

昭和村社会福祉l″ヵ議会 「社協だより係」まで

甲弩

●編集●社会福祉協議会総務地域1係 Phonα 20-1126F「 刷侑)コ トブキFμ ttll

′ この広報誌は赤い羽根異同募金の助成を受けて発行しています。


